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1． はじめに

　郵便局は、明治時代初期に郵便制度が創設され１３０年余りが経った。当時は殖産興業政策、文明開化、富国強兵のもと、近代産業の発展に欠かせない通信制度の整備が進められた。その一環として全国的郵便網が張り巡らされた。そして全国均一料金制という安価で確実な通信の利便性のおかげで、郵便が私たちの身近な存在になっていった。郵便局は地域に根強い信頼を与えた親近感のわく政府事業だといえる。経済成長にあわせて政府の事業も拡大していき、やがて重荷になっていった。バブルの崩壊で国の財政は厳しいものになっていき、少子高齢化などの社会問題も追い討ちをかけた。今の郵政の運営では将来の財政不安が

が増加するいっぽうで、それは国民負担の増加を意味するので、改革が必要だという風潮が強まっていった。

　なぜ郵政民営化で賛否両論の激しい論争になっているのは、やはり私たちひとりひとりが考えなければならないからということも主張しているのであろう。

　今回新人戦のテーマとして郵政民営化を考えていくにあたって、ただ政府や専門家の主張に同調するのではなく、あくまでも私たちの班としてどう考えていくかを歴史的、構造的、横断的観点から分析し、経済理論を用いながら論理的な考察をしていく。私たちの考えは最初、郵政民営化に対して漠然とした考えでしかなかった。民営化の意義を考え、理論を用いた説得力のある説明ができるようにし、私たちの分析を論理的に、有機的にとらえ、根拠のあるものにしていきたい。

　　　　　　　　　　2.当日までの流れ

まず、私たちの班は郵政民営化についてという漠然としたテーマからスタートした。まだ私たちは論文を書くという作業がどういうものかわかっていなかったので、このような漠然とした論点から始めていき、相手の班と論点の調整を行いながら具体的に決めていった。

　相手の班も、自分たちの班も論文を書くという作業について勉強不足だったので、まず、論文の書き方の本をそれぞれで購入し、郵政民営化の現状を調べるのと同時に、論文の書き方も平行して勉強した。

　郵政民営化の現状を調べたところで、次に、私たちの班は民営化に対してどう思うのかを話し合った。賛成や反対という問題だけでなく、民営化の長所や短所、これからの問題点などを話し合い、総合的に話し合うように心がけた。その中で、相手の班とも話し合いながら、なぜ民営化が行われるのかという根本的な問題について経済学の視点から考え、それを説明することによって、民営化の必要性を私たちなりに考えようということになった。

　それからは、民営化の必要性を経済学の理論を用いて考えることにより、論文に自分たちのオリジナル性を出そうということで、それぞれがマクロやミクロの本を手当たりしだい読み、民営化に応用できそうな理論を探す作業が中心だった。

　私たちの班で用いた理論は、ＳＣＰ仮説、独占の非効率性、簡単なナッシュ均衡、規模の経済である。それらを自分たちなりに応用して郵政民営化について考えた。それらの理論が本当に使えるのかどうか不安だったが、それらを使って考えるという過程の中で、班の中で話し合い、お互いに違う理論を持ってくることで双方において勉強することが出来たと思うのでいい経験になった。

　論文を書くにあたって、章ごとに書くところを割り当てた。それぞれが違う章を書く時に、章ごとの繋がりがなくなると困るので、常に班内で連絡を取り合い、一つの論文としてまとめるよう注意しながら論文を完成させた。

　私たちの班の論文が書き終わり、相手の班と交換し質問状を出し合ったのだが、その質問状を出すことによって当日のディスカッションはスムーズに進行したと思う。相手の班も私たちの班の質問状に対してしっかりと回答を用意してくださったので、当日は論文に対しての質問の時間ではなく、論点について考える時間が多かった。

　　　　　　　　　3.当日の流れ

当日の話し合いはディスカッション形当式で行われ、中野ゼミさんは郵政民営化賛成の根拠について、望月ゼミは郵政民営化に伴って起こりうると考えられる影響と問題点についての解決策等について意見を出し合いました。ディスカッション形式で話し合いは行われましたが、中野ゼミさんからあまり主張がでず望月ゼミの主張に対して両班が話し合うという形になってしまいました。

望月ゼミは、郵政民営化に伴って起こりうる経済に及ぼす影響や問題について提示していき、その影響や問題点の解決策としてとられるであろう政策や、問題点のマクロ・ミクロ的分析について主張しました。

一方の中野ゼミさんの主張は、郵政の現状分析と郵政民営化のメリットを挙げて郵政民営化を賛成するというものでした。

これらの主張のもとディスカッションを行った結果、郵政民営化は他の民間金融機関等とのイコール・フッティングのもと行われることが重要であるという結論に至りました。しかし、郵政民営化に伴う国債市場への大量の国債の放出とそれに伴う長期金利の上昇に対する危惧とその解決策については、両班から意見が出ましたが具体的な解決策が見出せずに終わってしまいました。やはり、郵政民営化についてはまだ行われている最中なので具体的な結論を出すのは難しいと感じました。

　　　　　　　　　　　　　　4総括

　新人戦にて、初めての論文の作成とはじめて他のゼミの方とのディスカッション、意見の交換を行うことが出来ました。論文の作成は、一人で行うものではなく班員全員の協力が必要なものだったので、容易なものではありませんでした。が、このはじめての論文作成で学んだことをこれからの大学生活に生かして生きたいです。また、ディスカッションでは、自分たちの班の話し合いだけでは導くことの出来なかったような意見も他の班から聞くことが出き、とても有意義な時間をすごすことが出来ました。このような機会が与えられたことに感謝します。

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　4.1個人の感想

　　

（Ikehara）　新人戦をやるにあたって、ディスカッション形式をとるのか、ディベート形式をとるのか相手の班と話し合う中であまりまとまらず、論点を話し合いながら話し合いの形式を決めたのですが、決まるのに時間がかかってしまい班の皆さんに迷惑をかけたと反省しています。私は班長をやらせていただいて、相手の班との論点のすれ違いがおきないようにこまめに連絡を取り合うようにしました。私たちの班も相手の班も論文を書くということがどういうことかわかっていない中、論点を絞って互いに論文を書くということは大変なことだったのですが、試行錯誤して情報収集や経済学の視点から見ることはとてもやりがいがありましたし、いい勉強になりました。なかでも、私たちの班は、郵政民営化を独占の非効率や簡単なゲーム理論、規模の経済の考え方を使って経済学的思考から分析を試みました。実際当てはまっているか不安だったのですが、今までこのように経済学の視点から物事を見ることはなかったのでとてもいい経験をしたと思います。

　また、班内で役割を分担し論文を書くことで、仲間の大切さや、一人では出来ないようなことでも協力すれば大きな目標も達成できるというチームワークの大切さも学びました。

（Tsukahara）今回の新人戦では、財政というテーマだったのですが、内容が郵政民営化という答えの出ていない、現在行政事態が模索中の内容を取り上げたことでかなり苦労と驚きの連発でした。答えや今後の展開などの資料が限られている状態でしたのでどんな結論に至ってもそれは自分の中での答えになるのだと思うと見当違いのことを調べているのではないかという不安でいっぱいでした。

さらに、郵政民営化という政策はどちらかと言うと行政的な要素が強く、すぐに経済的視点から外れてしまうリスクを負っていたので、調べながら本当にこれでいいのかと繰り返し確認を行いました。

その結果、実際のゼミでも自分の意見をきちんと言うことが出来るようになりましたし、自分の発言に対する責任感も多少は育まれたのではないかと思っています。

今回このような貴重な体験が出来てとても勉強になりました。

機会があれば、また他のゼミの方たちと討論会をしたいと思います。

　

（Saito）　今回私たちの班は、財政から見た郵政民営化というテーマで新人戦に参加しました。郵政民営化については、あまり資料がなく、新人戦本番までの準備は、なかなか簡単なものではありませんでした。今回初めての論文の作成で、なかなか論点を決めることさえ出来ず、その論点に向かってどのような結論を出すのかにも苦労しました。また、相手の班との話し合いもなかなか進まず苦労したこともありました。班でひとつのテーマについて論文を書き本番に臨むということを経験して、どれだけ一人一人の行動が周りの人に影響を及ぼすのかが分かりました。新人戦本番では、初めはとても緊張して、自分から手を上げて意見を言うのが憚られるような気持ちになりましたが、時がたつにつれ自分の疑問に思ったことや意見をはっきりと言うことができるようになりました。自分の考えや、班の人と話し合っただけでは、思い浮かばなかったような考えが聞けました。ディスカッションで大切なのは、やはり事前の情報収集、自分に知識を蓄えておくこと、ということを再認識しました。新人戦までの準備は、決して楽なことばかりではありませんでしたが、とてもたくさんのことを学ばせていただきました。新人戦で学んだことはたくさんありますが、これからのゼミ活動で生かせるようにがんばって行きたいと思います。

